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　久しぶりに新年の巻頭言を書いてくれと原稿依頼が来
た。逃げ回っていたが今回ばかりは逃げおおせそうにない。
さて何を書こうか？
　コロナ国内第一号は2020年１月。感染力のすごさを思
い知らされたのは２月のダイヤモンドプリンセス号事件。
3月に志村けんさんが亡くなったときコロナの恐ろしさを
思い知った。マスクも、ガウンも、手袋も入手できず、予
防接種も無く、治療薬も無く、医療スタッフは徒手空拳の
戦いであった。そして今年の正月で５年が経過した。いま
だ散発的に流行しているが、街ゆく人はマスクを着けてい
ない人が多くなった。年末からはインフルエンザが流行し
だした。コロナ・インフルとも重症化する人が少なくなっ
たこともあろうが、かつてほど神経質になる人は少ないよ
うだ。去年までは ほそぼそと新年を祝う会や初詣の催し
をしていたが、今年からは従来通り盛大にやれそうだ。年
末は久里双水園所有の久里双水神社の鳥居の修理を笠野施
設長が実施し立派に再建された。今年も無事に久里双水園
のホールで利用者みなが参拝することができた。年末はコ
ストコに二回も買い出しに行ってミニパーティーやクリス
マス会抽選会を催した。だいぶんと盛り返してきたがイン
フルが猛威をふるっており、折角の盛り上がりに水を差し
ている。
　外国人雇用は順調に経過している。幹部職員が心のケ
アーを担当し、中堅職員が丁寧な on the job training をし
てくれている。また住居面では外国人雇用に伴う部屋不足
に対して、職員用アパートを５年前に一棟、今年度末に一
棟建設中で立派な部屋を提供している。相当の配慮をして
いるが第一号の外国人退職者が出た。今後とも注意深い配
慮が必要である。
　コロナの影響でマインドが何となく冷え切って、自慢で
きるような大きな仕事はしなかった。あーでもないこーで
もないと事務室の中で若い職員さんと構想を練るのだが、
その原資が不十分である。コロナの５年間の影響でいろい
ろな部門にいろいろなマイナスが発生し、なお回復し切れ
ていない。コロナ禍の中で仕事を縮小する傾向がいまだ解
消できていない。入院入所利用者の減、外来患者の減、リ
ハビリ件数の減、こうした重要な部門が自然減し回復が出
来ないでいる、というか職員意識も低めに安定してしまっ
た感がある。このままでは急激な収支の悪化が起こること
確信し６月頃に自ら改善策を打ち出し実行した。おかげで

回復基調にある。一方収入減に人件費増が加わっている。
施設はすでに22年を経過し終末期に入った利用者さんが
多くなって、昨年度以来、死亡退院死亡退所が急増した。
あわてて他の関係機関回りをしてもらって入所希望者を探
すのだが、入院入所を希望する方は医療的ケアー度が高い
人ばかりである。こうした人が入院入所すると、人手がか
かり職員増の要求が起こる。こうして収入減支出増という
怖い事態が発生している。幸いに当センターには経営に熱
心な医師や幹部が多く、現状を説明すると救済策に賛同し
て協力をしてくれる。こんな時に思う。「人材こそが経営
の核心」である。
　入所部門の今後の計画として医療重度の方々の受け入
れ、そして動く重症児と呼ばれる行動障害をともなう重症
児の受け入れも計画的に進めていく。入院入所利用者の確
保の難しさは今後とも続くだろうし、それに伴う痛みもま
た続くだろうが、時代に負けないように今後とも将来に
渡って満床にできるハードソフトの地力をつけていく方針
である。
　昨年２月に、親しくしている福島の法人から８名もの幹
部の方々が当センターへ経営の勉強に研修においでになっ
た。慢性的入所者不足に伴う赤字に悩んでおられる施設だ。
どうしたら黒字にできるか教えて欲しいとの切実なテーマ
である。三日間の研修の機会を提供した。まずは中核とな
る医師の確保だ。働かない改革が流行するこの時代にあっ
て、これまで以上に働いてくれる医師を確保することは至
難の業であるが、小規模重症児施設が生き残るためにはど
うしても中心的リーダーを確保しなければならない。しっ
かりと選定し、その次にはありとあらゆる原資をこのリー
ダー確保に投入する覚悟が必要だ。次にこのリーダーを支
えるサブリーダーの育成と、それを支える一般職員の熱意、
これこそが経営であるということをお示しした。経営再建
されることを願う。
　一方在宅事業に目を転じれば、当センターは開設以来多
種の在宅事業を展開してきたが、佐賀県北部という人口が
少ない地域に立地しており、県庁所在地の佐賀市ほどの条
件が整わない。身体障害者グループホームの増設などすぐ
に思いつく事業はあるが、人口的に無理があるので建設費
が高騰した今は慎重にならざるを得ない。地域からの要望
である高齢者事業も準備を始めたい。また知的障害につい
ては未就学児童までは熱心にやっているがその後のケアー
ができていない。これも取り組んでいきたい。あれこれア
イデアが先行し手順が定まらないが次年度はその基礎とな
る用地取得を開始したい。

2025 年と私

原　寛道

社会福祉法人佐賀整肢学園 副理事長

からつ医療福祉センター センター長
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REPORT1
外国人材懇親会

懇
会
親

第 47回九州地区救護施設職員研究大会
研
大
究
会

　７月１日オークス利用者食堂では、利用者の方々の夕食
終了後、日本語、ネパール語、ミャンマー語などが賑やか
に響き渡っていました。
　佐賀整肢学園に所属している外国人留学生27名、法人
各施設の職員35名が集まり新型コロナ感染症の流行以来
初めての懇親会です。
　原副理事長より開会の挨拶をいただき、かんざき清流苑
江口施設長の乾杯のご発声後、食堂中央の長テーブルに並
んだ、シーフード焼きそば、ピザ、サラダ、炭火焼き肉、
フルーツにデザートなどのごちそうに舌鼓を打ちました。
　佐賀整肢学園の法人各施設に多くの留学生が所属してい
るにもかかわらず、コロナ感染症の影響もあり一度も留学
生全員が顔を合わせる懇親会を開催できずにいました。こ
のたび各施設の施設長のご理解と、職員の応援もあり、念
願の懇親会を開催することができたのです。
　留学生の方数名に感想を聞きましたが、「お料理がたく
さんあって、どれもおいしかった」「卒業してなかなか同
級生に会えてなかったので、久しぶりに会えて良かった」
「お土産もたくさんあってよかった」「また、開催してほし
い」などの感想を聞くことができました。
　近年介護職を目指す学生が少なくなり、その流れで私た
ちの職場では介護職員の人材不足に悩んでいました。佐賀
県では介護施設等への多様な人材の参入を促進するために
介護福祉士資格取得を目指す留学生を支援し、介護の専門

職として佐賀県内の事業所に就職する制度があります。そ
の制度を利用し佐賀整肢学園では2020年からミャンマー
やネパールからの留学生を受け入れるようになりました。
今年で４年目になり27名の留学生が法人各施設のサポー
トを受け、学校で介護職員としての勉強に励み、卒業後は
介護職員として我々と共に勤務しています。言葉も文化も
違う日本に来て戸惑うことや不安になることも多いでしょ
うが、皆さんはいつも笑顔で一生懸命勤務されています。
　遠い国から日本に来て同じ学校で勉強をし、同じ法人内
の施設で仕事をしているという不思議な縁を大切にして、
これからも佐賀整肢学園の仲間として一緒に末永く働いて
いきましょう。

（オークス　副施設長　岩瀬　静奈）

　７月に、第47回九州地区救護施設職員研究大会が鹿児
島県で開催されました。今回のテーマは「地域共生」でした。
自身の施設で何を行っているかを改めて考えた時に、私自
身が日の隈寮の防災を担当していることもあり、「地域に
必要とされる施設を目指して～地域の防災拠点としての取
り組み～」をタイトルに意見発表を行いました。
　日の隈寮が位置する鶴西地区はハザードマップによる
と、浸水想定エリアとなっているため、施設機能を活用し
ながら、より安全な地域づくりに貢献できることを目指し
ています。地域の方々に、日の隈寮をより身近に感じても
らい、災害の危険度が増す前に気軽に避難し、安心して過
ごしてもらえるような、地域の防災拠点になったら良いな
と思っています。
　今回の意見発表では優秀賞を受賞することができまし
た。研修を通して、様々な施設の方と交流するなかで、各
施設での地域との関わり方など、多くの情報を得ることが
でき、大変有意義な時間となりました。学んだ事を業務に
活かし、今後の地域貢献に繋げていければと思います。

（かんざき日の隈寮　主任　黒岩　友樹）
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こども発達医療センターこの夏、第２が海になる ８月

　８月29日、第２病棟では「ダイニワールド」と称し、
水族館をOpen しました。
　今年の夏も暑い日が続き、利用者の皆さんや職員に癒し
と涼しさを届けたくて、部屋に天井から床までたくさんの
スズランテープを使用し海の中を再現しました。水族館へ
向かう廊下にもスズランテープとイルミネーションを使
い、涼しさを演出しました。入場券を入口で渡し、大きな
サメの口から中へ入ると中央でジンベイザメがお出迎えし
ます。順路を辿っていくと、熱帯魚や、タコ、イカ、クラ
ゲとたくさんのイワシの群れが…。サンゴ礁の間からニモ
も顔を出していました。おやおや…シュノーケリングをし
ている人もいますよ。部屋の奥にプロジェクターから海の
映像を流し、冷房の温度を少し低めに設定し、アロマを使っ
て嗅覚に、イルミネーションを使って視覚に、流れる音楽
で聴覚にと、いつもとは違う雰囲気を感じていただけたの
ではないかと思います。

佐賀向陽園・わいわい金立小学校敬老交流会 10月

　10月２日、約４年ぶりに金立小学校の４年生との敬老
交流会を開催させていただきました。
　児童の皆さんによる よさこい披露ではあふれんばかり
のパワーに利用者の皆さんのみならず職員も元気をいただ
きました。交流時間では児童の皆さんと魚釣りゲームやか
るた等を一緒に楽しまれ、交流再開を心から喜ばれている
様子がうかがえました。

　また金立小学校ではアルミ缶収集に取り組まれており、
その資源をもとに車いすを1台寄贈していただきました。
当施設でも車いすは必要不可欠であり、今回の寄贈はとて
もありがたいものとなりました。これからも地域とのつな
がりを大切に、この交流会を継続していきたいと思いまし
た。　　　　　

（入所サービス課　生活相談員　森　紋加）

　準備は大変で時間もかかりましたが、利用者の方々の
「わぁ～」と言う歓声と、喜ぶ顔を見ることができて、私
たち職員も癒されました。

（第２療育課　副主任　松尾　圭子）
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事業所 TOPICS
（８月～ 11月）

かんざき日の隈寮第 2回神埼市合同文化祭 10月

　グループホームでは、10月24日に秋桜見物ドライブに
行きました。秋桜見物では毎年、秋の旬の食材を使い利用
者の方と一緒につめた手作りお弁当を持参し、仁比山公園
で食べています。今年はさつま芋や栗の他、利用者の方の
ご家族様から頂いた銀杏や冬瓜も使ったお弁当となりまし
た。
　利用者の方の「出発進行―！」の合図でドライブがスター
トし、地域で秋桜が咲いている神埼駅や金立公園を回りま
した。車中でも「きれいかね～」「珍しか色の咲いとるね～」
等、それぞれ楽しんでお過ごしの様子でした。
　仁比山公園でのお弁当も皆さん水車や景色を眺められな
がら「美味しいね～」「さつま芋は、よー食べよったよ」
とお話が弾まれていました。食後もお話されながら、のん
びりゆっくり過ごされました。
　ドライブ後は、その日に撮ったビデオを観て今日の出来
事を振りかえりました。「今度はどこに行こうかね～」と
ビデオに映ったお姿を嬉しそうに観られていました。
　グループホ―ムでは季節ごとに四季を感じるドライブや
イベントを行い様々な場所を回ったりしています。神埼周
辺の地域は四季を感じる場所がたくさんあり、のどかで良
い場所です。

　今後も季節を感じるドライブ、イベントや利用者の方、
一人一人の笑顔を引き出せるような支援を行い、利用者の
皆さんと一緒に楽しい日々を過ごせたらと思います。

（在宅サービス課　主任　大石　恭子）

秋桜ドライブ 10月 かんざき清流苑

　今年、日本舞踊の藤間静浄先生のご推薦で、かんざき日
の隈寮日舞クラブは、神埼市文化連盟様より永年功労賞を
受賞しました。静浄先生には平成元年からご指導いただい
ています。35年間の日舞クラブの活動が表彰され、これ
までの歴史を振り返りつつ、これからの気持ちも新たに今
回の文化祭に参加することができました。
　ステージ部門では、「下北小唄」を披露しました。待ち
時間にはお忙しい先生方が足を止めてくださり、着付けの
直しや、振り付けの確認をしていただきました。本番直前
には緊張から涙を流される利用者の方もいましたが、ス
テージ上では皆さん練習の成果を発揮し、見事な舞を披露
されました。緊張されていた方も、終わったあとは笑顔で
ほっとされた様子でした。「練習では気持ちが折れそうだっ
たけど、頑張った甲斐があった」、「努力が報われた」と話
され、達成感を感じられている様子でした。職員は舞台袖
と観覧席で見守りを行いました。その両方から「日の隈寮
の人はすごいね！」、「みんな動きが揃っていて、綺麗！」
等々お褒めの声を地域の方よりたくさんいただきました。
　展示部門では、自身の作品を見つけると笑顔になられ、
利用者の方同士、「上手だね」、「すごいね！」など、褒め合っ

ていらっしゃいました。長年地域の文化祭に参加させてい
ただき、地域の方々の演目や作品から様々な刺激をいただ
いています。今回日舞クラブの表彰もあり、利用者の皆さ
んが地域で輝かれることが何年も続いていくといいなと思
います。

（入所サービス課　生活支援員　食場　まどか）



10月に佐賀県内で開催された「SAGA2024国スポ・全障スポ」
佐賀整肢学園でも、多数の競技やボランティアで沢山の方々が参加し、健闘されました。
また利用者の皆さんと職員も試合を観戦したりと、大いに盛り上がりました。
今回は、選手・監督・スタッフ・県の企画応募で採択された職員、利用者の方にインタ
ビューしました！

初村　綾仁 さん 高島　隼平 さん
（オークス　利用者） （オークス　在宅サービス課

地域支援係　児童発達支援管理者）
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宮原　唯希 さん
（からつ医療福祉センター
入所サービス課　生活支援員）

SAGA2024
国スポ・全障スポ

Q 今回銀メダルを獲得してどんな気持ちですか？またどのような思い出になりましたか？（初村選手）

A 金メダルを取るつもりで臨みました。結果は銀メダルでしたが、2023年の鹿児島大会よりもいい成績だったので、悔いは
ありません！高校生活最後に銀メダルを獲得でき、とてもいい思い出に
なりました。

Q ボッチャをいつから始めたのか、また始めたきっかけを教えてください（初村選手）

A 中学１年生のときにボッチャを始めました。競技に選手として出場したのは高校１年生です。こどもセンターの職員さん
に薦められて始めました。それからは、オークスの放デイでレクリ
エーションの時間にボッチャをしていました。指導員をしている職
員さんが近くにいてくれたし、ボッチャに触れる環境が身近にあっ
たので続けられています。

Q ボッチャの魅力をぜひ教えてください（初村選手、高島監督）
A （初村選手）ボッチャは頭脳戦です。いかに勝つかを考えながらプレーすること、最後まで何が起きるか分からないドキド
キ感が魅力だと思います。
（高島監督）障害の程度を問わず平等に競技を楽しめて、自分が持て
る力を使って皆が平等に関われるところが魅力だと考えます。

ボッチャ　選手・監督

Q 監督として指導するにあたり気を付けていること、工夫していることを教えてください（高島監督）

A 選手達は慣れない環境のなかでプレーをするので、ストレスが溜まるなどコンディション維持が難しいです。万全な状態でプレー
するために、食事や睡眠に十分気を遣い、特に生活面での支援に力を
注ぎました。また、選手と関わる全ての方とコミュニケーションを図る
ことで、選手のモチベーションの向上に努めました。

Q 今後の目標やどんな活動を考えられているか教えてください（初村選手、高島監督）

A （初村選手）全国大会に出場して、もっと活躍してボッチャの魅力を広めていきたいです！ボッチャのおかげでいろんな方と関わ
ることができました。出会った方々との出会いを大切にして、これから
もボッチャを続けていこうと思っています。　　　　　　　　　　　　
（高島監督）初村選手の活躍がメディアに取り上げられ、反響が大きかっ
たです。小さなこども達もボッチャに興味を持ってくれているので、もっ
とボッチャの魅力が広まればいいなと思います。また、佐賀整肢学園
全体でボッチャをはじめパラスポーツに関わっていけたらと考えています。

アーチェリー　選手

Q 今回、佐賀県での開催でしたが、アーチェリー会場の雰囲気はどんな感じでしたか？

A 地元開催だったため、たくさんの方から声をかけてもらうことができました。その分プレッシャーもありましたが、今までの他
県での試合よりは緊張せずにリラックスして参加することができました。
会場には地元の方など知らない人もたくさん応援にきてくれて、アット
ホームな雰囲気でした。佐賀県勢が競技する場所を知ってくれていて、
応援の声が届きうれしかったです。

Q 仕事と国スポ選手との両立はどんなことが大変でしたか？
A 練習はチームの２人が佐賀市在住のため、休みの日は朝から夕方まで佐賀に行って練習をし、大会前の１週間は仕事終わりに
佐賀まで行きました。シフトは特に変更してもらわず、仕事をすること
で息抜きにもなるので、いつもどおり夜勤もしました。夜勤明けだと、
練習に行っても次の日が休みなので割と練習しやすかったです。

Q 最後にご自身のアーチェリーに対する思いをお聞かせください
A 今回の国スポで引退します。周りには言っていませんでしたが、佐賀県の国スポで引退しようと決めていました。今はやりきった
という思いです。アーチェリーをはじめたのが高校１年生で、競技を始
めてすぐに出たインターハイも佐賀県でした。競技人生の最後も佐賀
で終わることができ、佐賀にとても縁のある競技人生だったと思いま
す。最後の締めくくりがいい試合になり、とても満足しています。
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松石　麻矢さん
（こども発達医療センター
　　　　第１療育課　課長）　
　　

小松　俊介さん
（佐賀向陽園・
わいわいデイサービス係　介護職員）

REPORT2

彬子女王殿下お成り
お

り

成

Q なぎなたとの出会いはなんですか？
A 高校入学時の部活勧誘で「弓道」と「なぎなた」を間違えて入部しました。私の現役時代は競技人口が少なく、高校の3年間と一
般として全国各地の大会に出場させていただきました。

Q 「国スポ・全障スポ」への参加のきっかけは何ですか？
A 私のライフスタイルの変化で「なぎなた」と離れる時期がありましたが、お世話になった先生方よりお声がかかり、佐賀県で開
催される大会の「救護員」をしてきました。５年前からは「国スポ・全
障スポ」へ向け、競技役員の準備をしてきました。

なぎなた　競技役員

Q 「国スポ・全障スポ」の中でどんなことをされましたか？
A 「速報委員」主任として、全試合結果の印刷と配布を行う役割でした。一般と高校生の補助員総勢20名で力を合わせスムーズに
情報をそれぞれの部門に届けることができ、佐賀県の総合優勝という
結果の喜びと感動、達成感を得ることが出来ました。

IDEA　企画・採択

Q みんなで前例のない新しい大会をつくるため「スポーツ」だからこそ
できることをテーマにアイデア募集され
た PROJECT　IDEA2024。なぜ IDEA2024
へ提案、応募をしようと思いましたか？

A 令和５年５月に SAGAアリーナグランドオープン式典へ参加し、学生や
若年世代の吹奏楽やダンス等のデモスト
レーションに感動し大きく心動かされま
した！50年に一度の大会でもあり、年齢
を重ねた自分も誰かの刺激になる事はないかと考え、「もっとみんな
で盛り上げていきたい！」と思い応募に至りました。

Q 小松さんにとって SAGA2024はどのような大会でしたか？
A 大会運営ボランティア活動や、開会式・閉会式等の式典へ招待していただき「人生の大きな財産」となりました。競技で
ある以上勝敗がついてしまいますが、勝敗に関わらず観客からの声
援や拍手は選手たちの力になる事に気づかせてもらった大会となり
ました。

Q どのような IDEA を応募されましたか？
A 「世代を超えた共演　世代を超えたリレー！」で自分自身がマラソンをしており、一人ではなく、世代を超え、またスポー
ツが苦手とする人も年齢関係なくみんなで一緒にスポーツを楽しめ
るような IDEA を応募しました。
「みる」「する」「支える」の想いを込めました。

　佐賀県では 10 月に SAGA2024（国民スポーツ大会及び全国
障害者スポーツ大会）が開催されました。この SAGA2024 開
催に伴い、皇室の方々の地方事情御視察の一環として、10 月
11 日、彬子女王殿下が当センターに御来園されました。
　御視察では、まず窪田センター長による施設概要説明から始
まり、次にＰＴ、ＯＴ、ＳＴの訓練士による機能回復訓練、重
度心身障害者が多く生活する第 3病棟の看護状況の御見学、そ
して最後に第1病棟の子ども達のボッチャ御見学及び御体験を
していただきました。
　ボッチャ御体験では、５名の子ども達と交流をしていただき
ました。子ども達は最初は緊張した様子でしたが、彬子女王殿
下より「よろしくお願いします。」と優しいお言葉をかけてい
ただいたことで緊張もほぐれ、楽しく競技をすることが出来ま
した。
　当法人では昭和 36 年 4 月の昭和天皇・皇后両陛下行幸啓を
はじめ、多くの皇室の方々に御視察をしていただいており、今
回の御視察も当法人の新たな歴史となりました。今後もこれま

で同様、企業理念の「利用者本位」のもと、利用者の皆さんの
生活の支えとなるよう努力を惜しまず、日々の支援に努めてま
いります。
　最後になりますが、この貴重な機会をご支援いただきました、
佐賀県庁、佐賀県警のご担当者の皆様にもこの場を借りて感謝
申し上げます。

（法人事務局　係長　姉川　政嗣）
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社会福祉法人　佐賀整肢学園
Sagaseishigakuen times

法人事務局 こども発達医療センター オークス かんざき清流苑
〒849-0906
佐賀県佐賀市金立町大字金立2215-27
TEL0952-97-6611  FAX0952-97-6611

〒849-0906
佐賀県佐賀市金立町大字金立2215-27
TEL0952-98-2211  FAX0952-98-3391

〒849-0906
佐賀県佐賀市金立町大字金立168-1
TEL0952-98-3770  FAX0952-98-3772

〒842-0107
佐賀県神埼市神埼町鶴2927番地2
TEL0952-52-8890  FAX0952-52-9977

在宅サポートセンターかんざき清流苑 からつ医療福祉センター からつ医療福祉センター在宅事業部 からつ医療福祉センター好学舎
〒842-0107
佐賀県神埼市神埼町鶴2927番地2
TEL0952-52-8915  FAX0952-52-9977

〒847-0001
佐賀県唐津市双水2806
TEL0955-70-3580  FAX0955-78-0683

〒847-0001
佐賀県唐津市双水2806
TEL0955-70-3580  FAX0955-78-0683

〒847-0001
佐賀県唐津市双水2787-1
TEL0955-78-1123  FAX0955-78-3001

糸島こどもとおとなのクリニック かんざき日の隈寮 佐賀向陽園 居宅介護支援センターわいわい
〒819-1301
福岡県糸島市志摩井田原63-1
TEL092-327-0073  FAX092-327-0361

〒842-0107
佐賀県神埼市神埼町鶴2950-2
TEL0952-52-2229  FAX0952-52-7229

〒849-0906
佐賀県佐賀市金立町大字金立801-1
TEL0952-98-1074  FAX0952-98-3145

〒849-0906
佐賀県佐賀市金立町大字金立799番地
TEL0952-71-8250  FAX0952-71-8252

「かみさまがすまう森」
数年前、友人に連れられて御船山のイベント「チームラボ　かみさまがすまう森」へ出かけました。山の風景や茶屋を光で彩った景色はあまり
にも綺麗で、妻に見せて「私も行きたい」と言わしめたのが表紙にもなっているこの写真です。それから毎年「神様へ会いに行こう」と言っては、
この景色を眺めに出かけます。皆さんもぜひ一度、神様を訪ねてみてはいかがでしょうか。ただし、山道ですので歩きやすい服装で。
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「川古の大楠」
表紙を飾っているのは、日本で５番目に大きな樹「川古の大楠」です。川古の大楠は公園の中にあり、近くには商店などが並んでいます。その圧倒的なスケー
ルからは神聖さを感じる一方、私たちを見守っていてくれているような優しさも感じ取ることができます。天気の良い日は散歩コースとしても絶好の場所
です。ぜひ一度立ち寄ってみてください。
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「フォレストアドベンチャー・吉野ヶ里」
吉野ヶ里町に2020年にオープンした西日本最大のアウトドアパーク「フォレストアドベンチャー・吉野ヶ里」
以前は「トム・ソーヤの森」と呼ばれていましたが、改修され「アドベンチャーバレー SAGA」として生まれ変わりました。
子どもから大人まで大自然の中で楽しむことが出来ます。暑さや虫が苦手な方は秋冬に行くのがおすすめです。
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「佐賀の魅力」
初めて唐津の七ツ へ行った際、あまりにもキレイな景色に感動しました。
長崎から佐賀へ来て10年。様々な観光地などを巡り、すっかり佐賀県民になったつもりでしたが、まだまだ見つけていない魅力がたくさ
んあることを、この景色が教えてくれたような気がします。
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タイムス特集

表紙募集について

　平成27年度から始めた表紙写真の公募も、令和５年度
で９年目を迎えました。「佐賀・糸島で撮影した写真」を
条件として、自由なテーマでの募集したところ、四季折々
の表情を楽しむことが出来る、魅力的な写真をたくさん応
募いただきました。応募していただいた皆さんありがとう

ございました。写真が採用された職員には後日記念品を贈
呈致しますので楽しみにお待ちください。
　今年度も引き続き表紙写真を職員より募集します。採用
された方には記念品を贈呈させていただきます。詳細は下
記の募集要項をご確認下さい。

「かみさまがすまう森」
撮影：江﨑　大志さん

（こども発達医療センター）

「フォレストアドベンチャー・吉野ヶ里」
撮影：田中　潤さん
（かんざき日の隈寮）

やまびこの湯玄関の花

「川古の大楠」
撮影：江﨑　大志さん

（こども発達医療センター）

「佐賀の魅力」
撮影：江﨑　大志さん

（こども発達医療センター）

●法人事務局 姉川　政嗣　　森田ゆかり
●こども発達医療センター 式町あさか
●オークス 佐藤真理奈
●かんざき清流苑 竹下亜由美
●からつ医療福祉センター 田中　邦典　　山口　未佳
●かんざき日の隈寮 口石　美優
●佐賀向陽園・わいわい 内村美沙子

　これからも表紙写真を大募集します！
テーマは問いません。たくさんの方に気
軽に応募していただけたら、という思い
から、このようなかたちをとっています。
　条件は「佐賀・糸島でとった写真であ
ること」。風景はもちろん、食べ物や飲み
物、催事など、佐賀や糸島の魅力が伝わっ
てくる写真を募集します。締切もありま
せんので、いつでも、何でもお気軽にご
応募ください。もちろんスマートフォン
で撮った写真も OK です。たくさんのご
応募、お待ちしております。

ご感想やお問い合わせ、また特集内容のご要
望や学園 FOCUS の自薦他薦についても、各
事業所の編集委員までお気軽にどうぞ。

編集委員一同

令和５年度の「学園タイムス」は、Vol.38 ～ 41 を発
刊しました。職員から応募があった表紙写真を振り
返ります。

令和５年度　その他の応募写真

上記QRコードから
メールで簡単に応募できます！佐賀空港公園コスモス神野公園の桜

夕日と呼子大橋



オークス
就労継続支援B型
ビーンズ

佐賀整肢学園で活躍する様々な人達に焦点を当てる「学園
FOCUS」。
　今回は、オークス　就労継続支援 B型　ビーンズ　の
皆さんに椎茸栽培について、こだわりの栽培方法、今後の
展望など熱く語っていただきました！

15℃以下の日が３日続き、雨が降ると発生が促されます。さ
らに、嵐や衝撃にも敏感で、ホダ木に刺激を加えることでも発
生を促すことができますが、菌床栽培とは違い、収量を安定さ
せることが難しく、ホダ木の観察が欠かせません。

Q 椎茸のおいしいおすすめの食べ方を教えてください

A 生椎茸であれば、何といっても炭火焼です。熾火（おきび）の網の
上に石突（いしづき）を上にして置き、
水分がにじみ出るまで焼いたら、バター
と醤油または、ポン酢でお召し上がりく
ださい。肉厚でジューシーな椎茸の出汁
が口いっぱいに広がり、シャキシャキの
歯ごたえがさらに食欲をそそります。

Q 今後の展望を教えてください

A 現状、１年間に200本ずつ増やしていき、1000本までホダ木を増やしていきます。１本のホダ木の寿命は５年程
度と言われていますので、５年サイクルで入れ替えをしていき
ます。
　栽培した椎茸はビーンズで販売するほか、出荷数量が安定す
れば、スーパーや市場への出荷を考えています。また、不成形
や規格外のものも無駄にしないよう、乾燥椎茸として販売する
ため、野菜乾燥機を購入しました。
　野菜乾燥機の購入に際しましては、「赤い羽根共同募金」よ
り補助金をいただき、準備を進めさせていただきました。（購
入価格 :649,000円　補助金額 :300,000円）椎茸の乾燥に限らず、
ビーンズで栽培している野菜も乾燥野菜にして新しい付加価値
をつける一助になればと考えています。
　最後に、この場を借りて赤い羽根共同募金に寄付をしてくだ
さった方々への感謝をお伝えするとともに、職員、利用者一同、
希望に胸を膨らませて取り組んでいきたいです。

9

Q 椎茸栽培を始めたのはなぜですか？
A 整肢学園の所有している土地に小さな林があり、かねてより有効活用したいと考えていました。整肢学園の職員
に椎茸栽培をご家庭でされている方がおり、アイデアをいただ
いたところから始まりました。
　ビーンズでは、年間を通して野菜の栽培をしています。椎茸
栽培を新しく始めることで、利用者の方の工賃の向上につなが
るのではないかと考えたからです。

Q 栽培する椎茸にはどんな種類
があるのですか？

A 椎茸には２種類あり、原木椎茸と菌床椎茸に分かれます。
原木椎茸は艶のある茶褐色で色味も
よく、肉厚で風味や香りにも優れて
います。森のなかで、自然の気象条
件を利用して栽培される原木椎茸は、
１年のうち春と秋にだけ発生します。
　それに対して菌床椎茸は人工栽培で、３～６か月ほどのサイ
クルで次々に収穫できます。一年中「生椎茸」の状態で流通さ
せやすいのが菌床椎茸の利点ですが、「菌床椎茸」では「原木
椎茸」のうま味、香り、栄養には勝てないといわれています。
　幸い、整肢学園には椎茸に適した好条件の林があったため、
原木椎茸の栽培に踏み切りました。

Q 椎茸の初収穫までにどれくらいの期間がかかったか教えてください

A 種駒（椎茸菌を培養した小さな木片）を打ち付けてから約１年で収穫できます。本格的に収穫ができるのは秋ご
ろになります。

Q 椎茸栽培でどんな作業に手間がかかったのか、どんなと
ころが大変だったのか教えてください

A ３月からホダ木に種駒を打ち付ける作業を始めます。最初に直径10センチ、長さ１ｍ程度の椎の木に10㎝間隔で
６列ほど種駒を打ち込みますが、打ち込む穴は専用の錐（キ
リ）で開けます。１度に200本ほどのホダ木に打ち込みますの
で、非常に手間がかかり、根気が要る作業です。
　菌を打ち込んだホダ木はたっぷり水をかけて木陰に積み上げ
て遮光ネットをかけ、仮伏せをします。3か月ほどすると、今
度は合掌積みの本伏せにしますが、ホダ木は１本が10～20㎏
と重く、一昨年は200本、今年は150本と毎年、１ｔ～２ｔの
木材を一本ずつ手作業で積み上げたり、組み替えたりする作業
がとても大変です。
　また、椎茸は発生に条件があり、湿度は50％以上、10～
20℃程度が適温で、５～32℃の範囲で成長します。５℃以下
の低温には強く、32℃以上の高温には弱いです。日中の寒暖
差と雨がトリガーとなって発生します。秋と春に最低温度が 静岡製機株式会社

電気乾燥機DSJ-10-3



施設入所中の利用者の皆さんには出張の理髪サービスをご提供していま
す。下部の「協力ボランティア」の欄に記載していますように、各施設で
理髪のボランティア団体にご協力いただいています。

10

令和６年８月～令和６年 11 月
� �—�Ø�å�ï�Â�ù�ž�²�\�r�‹�³ 
Z�è�ô�Í�7�¢�b�;	��§�	�£ �z
T�¶�¶�����w�q�7 �	 �g
E�Ì�w
Z
ß �
�z 
 �� è� q� 7 � 	 � g
 E � 
� z�Ý�?�»�7�¢
ƒ
‹
Z
ß�£�z�$�l	•� �y�8�G�¶�7�¢	3�G�“�£�z


b�Ý	-�G�¶�7�¢	3�G�“�£�z�$�l	•� �ô�Í�7�¢	3�G�“�£
�² �¦�”�«�µ �³ �j�g�0�3�7�¢�g
E�£�z�Ô�¿�¶�Ñ�•�«�Ä�æ�”�7�¢� �ˆ
’�0�è�£

�² �T�’�m�~�·�~�³ �³ �T�£�\�á�g�0
Ê�ù�¢�g
E�£

�²
Z�v���³ �Ï�Ë�”�å
��[�7�¢�O�é�£ �z
’�•�w
ã�þ�¤�7�¢�Ô
ã�£�z�{�•�l�q�\�w�q�7�¢�C�“�z�N�z	�
¼�£�z	Z�Á
’�0�±�”�Ï�µ�y�)���"���*���3 �x�J�”�q�7�¢
’�0�£

�²�Ô�w�þ�³ �{��
i	Ü�7�z �G�>
��•� �7 �¢�Ô
ã�«�å�Ò�£�z "��±
’�¸� �7 �¢ �Ñ�å�ë�”�ž�è�ï�́ �Ý�ï�Ä�«�å�Ò�£ �z���Ù�•�l�X�œ�7 �¢�å� �Ò�£�z 
b�Ý	-�G�¶�7 �¢�b�;	��§�	�£

�²�²�E���³ �$�l	—�å���¿	t�7�¢�Z�ð�g�0�£�z���v�q�þ�Ñ�•�Ç�”�'�h�7�¢� �ˆ�g
’�0�£�z	Ü�T
�	+�$�l�­�à�Š
N
Ê�7�¢�O�é�£

�ª
ƒ�_�¶�R�Z
�²�\�r�‹�³ 
(
t�Ê�½
\�Ç�•�•�»� �^�q ���� �Ê�7

�² �¦�”�«�µ �³ �þ�q
ñ�±�O
��~�ð�q ���� �Ê�7�z
b�Ý	-�G�¶���Ê�7�z�Ý	-�©�•�J�¶�G�¶�
�Ê�7�z�Ý	-�©�•
•�ó�¶�Í���Ê�7�z� �q�æ
S�O
��×�ˆ	��Ä�‚�0
�f�;�Ï�$�l�§	t���Ê�7

�² �T�’�m�~�·�~�³ �³ �T �
 
ã�‘�°
\�����Ê�7�z�•�‡�|�\�¶�����Ê�7�z�\�á���¢
•�ó�¶�Í���Ê�7�z�$�l�]�H�Á
ñ�±
æ���Ê�7�z�m�y�Š
ñ�±�q���Ê�7�z�\�á�›��
�§�	�¶�Í�����Ê�7�z�•�ª�l�›���§�	�¶�Í���Ê�7�z�$
H�-�›���§�	�¶�Í�
�Ê�7�z�q�l	–�¶�Í�
�Ê�7�z�Ä�a	–�¶�Í���Ê�7�z
¿�Ä�¤�¶�Í�
�Ê�7�z
�þ���á�-�­�����Ê�7�z�M�‡�“�-�­���
�Ê�7�z�K�•�ˆ�­�è�
�Ê�7�z�N�é�¤�¶�Í�
�Ê�7�z
b�Ý	-�G�¶�
�Ê�7�z �� �· �
�� 
b�Ý	-�G�¶���Ê�7�z�Ý
	-�©�•�J�¶�G�¶�
�Ê�7�z ���³ �
�����á�›���§�	�¶�Í���Ê�7�z�³�a�›���§�	�¶�Í���Ê�7�z�D�õ	–�¶�Í���Ê�7

�²�Ô�w�þ�³ �y�¢�ª
ƒ�`�ˆ�c�������Ê�7�z�þ�q
ñ�±�O
��~�ð�q�����Ê�7�z�i�{�-�H
ñ�±�Ä�¿	t�
�Ê�7�z�$�l�¢
ñ�±�Ä�¿	t���Ê�7�z
â�$�¢
ñ�±�Ä�¿	t
���Ê�7�z�Û�a�¢
ñ�±�Ä�¿	t���Ê�7�z�•�ª�l�¢
ñ�±�Ä�¿	t���Ê�7�z�$�l�¤
æ�-�H
ñ�±�Ä�¿	t�
�Ê�7

�²�²�E���³ �K�f	Í	#�����Ê�7�z�q�-
˜�•�à�½
\�•�»�~�Ç�•�•�»� �^�q�����Ê�7�z
ã�á�Ð
´�Ã���Ê�7

�î	6
\	!�Ö

�²�\�r�‹�³ 
b�Ý	-�G�¶�^�À�•�O�¶
•�È �� �Ê�¢�^�À�•�O�£�z
b�Ý	-�G�¶
\�Æ�§�	�J�¶�Z�€�J�Ÿ	š	ú�g�¶
•�È	.�œ�]�����Ê�¢	ú�g�£�z�ý�Š
ï�ù�©�•
�æ�Ë�Ï�æ�Â�”�³�ã�ï�¶�Ã�^�À�•�O�¶�J �� �Ê�¢�^�À�•�O�£�z�$�l	•� �y�8�G�¶�•�¬�ˆ�’�M�¶�J�
�Ê�¢�p�¢�£

�² �¦�”�«�µ �³ 
b�Ý	-�G�¶�þ�q
ñ�±�¶�J�
�Ê�¢�4�8�£ �z
b�Ý	-�G�¶�y�8�G�¶
æ�•�¬
\�Æ�§�	�¶�J���Ê�¢�p�¢�£�z�$�l	•� �y�8�G�¶�•�¬�ˆ�’�M�¶�J���Ê�¢�p
�¢�£�z�Ú�q�›���§�	�¶�Í���Ê�¢	,�À�.�g�£�z�Ú�q�›���§�	�¶�Í�
�Ê�¢�'�À�.�g�£

�²
Z�v���³ 
b�Ý	-�G�¶�H�Á�ë�F�¶�J���Ê�¢�ë�F�
�z
b�Ý	-�G�¶�þ�q
ñ�±�¶�J���Ê�¢�4�8�
�z
b�Ý	-�G�¶�µ�Ù�”�À�H�Á
ñ�±�¶�J�
�Ê�¢�­�»�
�z�$�l�]
�©�£�q�����Ê�¢���¢�
�z
��[
Z�Ì�ô�Í���Ê�¢�p�¢�
�z
��[�ô�Í���Ê�¢�.�g�
�z�$�l	•� �ô�Í�����Ê�¢���¢�£

�² �T�’�m�~�·�~�³ �³ �T�
�Ý	-�~�i�y�8�G�¶�-�­�¶�J�
�Ê�¢�-�­�
�z�$�l	•� �y�8�G�¶� �r�‹�°�R�¶�J���Ê�¢�-�­�
�z
ñ�,�\�r�‹
•�ó�¶�Í�-�­�J�
�Ê�	�-�­�
�z
�\�á���¢
•�ó�¶�Í�����Ê�	���¢�
�z�\�á�›���§�	�¶�Í���Ê���		,�À�~�ª
ƒ�.�g�
�z�³�
�³�a�ö�À�ô�Í���Ê�¢	ì	Ô�.�g�£

�²�Ô�w�þ�³ 
b�Ý	-�G�¶�y�8�G�¶
æ�•�¬
\�Æ�§�	�¶�J���Ê�¢�p�¢�
�z�‘
\�©�•
ñ�±���-�­
•�ó�¶�Í
ñ�±	ú�g�¶�J���Ê�¢�4�8�
�z
b�Ý	-�G�¶�þ�q
ñ�±�¶
�J���Ê�¢�4�8�
�z
‚
²
^
��©�•�·�ï�»�”�
�Ê�¢�î�¿�Z	.�£

�²�²�E���³ 
b�Ý	-�G�¶�þ�q
ñ�±�¶�J�
�Ê�¢�4�8�


�Ù
C�y�æ�•�©�è���å�
�D�y�y�����y�y�Ù
C�æ�i�•�þ�q
ñ�±�O
��y�$�l
T�¶�¶��
�Ù
C�æ	��•�g�Ä�Õ�y�¤
Œ
Z�°�à�y�Ù�$	B�•�O
��¿�C�½�$	B�•�»
�Ù
¯�´�q�è�•�²�ú�y�e�l�ÿ �¢�T�œ�_�V�Ô�w�þ�ˆ�£

NEXT…こども発達医療センターのあの人にバトンタッチ !!
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糸島こどもとおとなのクリニック
在宅福祉課　放課後等デイサービス係
児童指導員
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